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タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）は２００９年第１・四半期（１～３月）の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率（速報

値）をマイナス７．１％と発表しました。世界同時不況が、タイ経済の牽引役である輸出に大きな打撃を与えているば

かりでなく、投資・個人消費にも影響を及ぼしていることがわかります。 
部門別の生産伸び率は、農林水産部門が引き続き成長を維持し３．５％上昇しました。非農林水産部門は大幅に

収縮しマイナス８．１％となりました。中でも製造業はマイナス１４．９％と最大の落ち込みを記録、建設業、ホテル・レス

トラン業、運輸・通信業も前年第４・四半期に比べ改善したものの、それぞれ前年同期に比べマイナス成長に留まりま

した。 
貿易においては、輸出で数量が前年同期比１７．９％減、金額（米ドル建て）は同１９．３％減と鈍化、製品別に見て

も金額ベースで自動車・同部品は３５％、エレクトロニクス製品は３２．４％、電化製品は３０．４％それぞれ減少となりま

した。しかしながら、タイ工業連盟（ＦＴＩ）によると、第２・四半期には海外からの受注が徐々に戻り始めていることから、

当該期間中にプラス成長に転じると予想されています。一方、輸入でも金額（米ドル建て）が前年同期比マイナス   

３８．３％と減速しました。今年第１・四半期の対米ドル・バーツ相場は平均１米ドル＝３５．３１バーツとなり前年第４・四

半期の３４．７８バーツよりドル高バーツ安になったことが要因の一つと考えられます。 
内需については、投資では、民間・公共両部門でマイナスとなり、前年同期比マイナス１５．８％と更なる悪化となり

ました。個人消費においては、一般消費者物価指数（ＣＰＩ）上昇率が前年第４・四半期の２．１％増からマイナス   

０．３％と上昇が沈静化傾向にあるものの、食品・飲料で前年同期比１０％増となったことが影響し、個人消費伸び率

はマイナス２．６％に減速しました。マイナス成長は実に１９９９年第１・四半期以来１０年ぶりです。政府支出は前年第

４・四半期の１１．０％から２．８％に減速したものの、プラスを確保しました。 
  ＮＥＳＤＢによると、タイ経済は今年下半期に内需の増加、政府部門の投資拡大、輸出の好転等を背景に景気回

復しプラス成長に転じると見込んでいます。ただ、今年通年のＧＤＰ伸び率予測はマイナス３．５％～マイナス２．５％と

されています。 
 
【部門別産業別生産伸び率】          （前年同期比増減％、速報値） 
  2007 年 2008 年 2008 年 2009 年 

  通年 通年 第 1・四半期 第 2・四半期 第 3・四半期 第 4・四半期 第 1・四半期 

農林水産部門 1.8 5.0 3.1 8.6 9.6 1.6 3.5 

非農林水産部門 5.2 2.4 6.2 5.0 3.5 ▲4.9 ▲8.1 

   製造業 6.2 3.9 9.5 7.7 6.1 ▲6.7 ▲14.9 

   建設業 1.6 ▲4.7 1.1 ▲3.4 ▲4.5 ▲12.8 ▲7.9 

   ホテル・レストラン業 4.2 1.6 9.2 5.9 0.3 ▲7.7 ▲5.0 

   運輸・通信業 5.9 ▲0.4 5.4 3.6 1.5 ▲10.6 ▲6.5 

   金融業 6.5 8.1 10.2 8.8 8.0 5.5 4.2 

国内総生産（ＧＤＰ） 4.9 2.6 6.0 5.3 3.9 ▲4.2 ▲7.1 

 


